
は
し
が
き

借
地
借
家
は
、
不
動
産
で
あ
る
土
地
ま
た
は
建
物
と
い
う
重
要
な
資
産
の
利
用
に
関
す
る
継
続
的
な
契
約
関
係
で

す
か
ら
、
貸
す
側
、
借
り
る
側
の
双
方
に
と
っ
て
利
害
関
係
が
大
き
い
も
の
で
す
。
こ
の
借
地
借
家
関
係
を
定
め
て

い
る
法
制
の
枠
組
は
半
世
紀
に
お
よ
び
長
ら
く
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
『
定
期
借
地
』
と
『
定
期
借

家
』
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
法
律
関
係
は
同
じ
く
借
地
借
家
と
呼
ば
れ
て
い
て
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

敷
衍
す
れ
ば
、
従
来
か
ら
、
借
地
関
係
を
規
制
し
て
い
た
「
借
地
法
」
と
借
家
関
係
を
規
制
し
て
い
た
「
借
家

法
」
は
と
も
に
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
制
定
の
立
法
で
す
が
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
正
当
事
由
制
度

を
取
り
入
れ
て
、
期
間
の
定
め
が
あ
っ
て
も
正
当
事
由
が
な
い
か
ぎ
り
借
地
借
家
契
約
は
更
新
さ
れ
る
と
い
う
現
在

の
基
本
的
枠
組
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
目
覚
ま
し
い
経
済
復
興
と
そ
れ
に
続
く
高
度
経
済
成
長

に
と
も
な
い
、
土
地
の
再
開
発
や
流
動
化
の
要
請
が
強
ま
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
右
の
正
当
事
由
制
度
は
、
い
っ
た

ん
土
地
や
建
物
を
貸
し
た
ら
そ
れ
は
も
う
戻
っ
て
こ
な
い
で
は
な
い
か
、
こ
れ
で
は
か
え
っ
て
良
質
な
借
地
借
家
の

供
給
が
阻
害
さ
れ
る
等
と
の
批
判
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
、

従
来
の
正
当
事
由
制
度
の
あ
る
借
地
に
加
え
て
、
契
約
更
新
の
な
い
『
定
期
借
地
』
の
創
設
を
含
ん
だ
「
借
地
借
家

法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
（
翌
平
成
四
年

月
施
行
）。
こ
の
借
地
借
家
法
は
借
家
に
つ
い
て
も
一
定
限
度
で
契
約

更
新
の
な
い
『
期
限
付
借
家
』
を
も
設
け
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
規
制
緩
和
の
流
れ
も
あ
っ
て
、
平
成
一
一
（
一
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九
九
九
）
年
に
は
、
議
員
立
法
に
よ
る
『
定
期
借
家
』
制
度
も
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
す
（
翌
平
成
一
二
年
三

月
施
行
）。
し
か
し
、
定
期
借
地
と
定
期
借
家
を
盛
り
込
ん
だ
新
し
い
借
地
借
家
法
は
、
そ
れ
よ
り
前
に
締
結
さ
れ

て
い
る
借
地
借
家
契
約
に
は
原
則
と
し
て
適
用
さ
れ
ず
、
な
お
旧
借
地
法
・
旧
借
家
法
の
規
制
を
う
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
現
在
の
借
地
借
家
法
制
は
多
様
な
契
約
形
態
を
認
め
て
い
ま
す
の
で
、
個
々
の
事
案
の
解
決
処
理
に

あ
た
っ
て
も
留
意
を
要
し
ま
す
。

本
書
は
、
定
評
あ
る
学
陽
書
房
の
法
律
相
談
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
借
地
借
家
に
関
し
て
、
そ
の
契
約

の
締
結
か
ら
内
容
、
そ
し
て
終
了
に
至
る
ま
で
の
間
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
も
の
で
す
。
執
筆
陣
は
い
ず
れ
も
借
地
借
家
の
法
律
実
務
に
精
通
し
て
い
る
弁
護
士
で
す
。
分
担
は
、

借
地
関
係
が
髙
岡
信
男
、
野
崎
晃
の
両
弁
護
士
、
普
通
借
家
関
係
が
金
子
正
志
、
上
條
司
の
両
弁
護
士
で
す
。
私
は

定
期
借
家
部
分
と
全
体
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
書
が
借
地
借
家
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
出
版
に
際
し
て
は
、
学
陽
書
房
の
齋
藤
岳
大
氏
な
ら
び
に
髙
田
龍
太
郎
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
二
三
年
一
一
月

野

辺

博
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1
借
地
借
家
法
の
改
正

借
地
借
家
法
の
改
正
ポ
イ

ン
ト
と
そ
の
適
用
範
囲

問 い

借
地
借
家
法
に
よ
り
旧
借
地
法
が
改
正
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
改
正
法
は
改
正
前
の
借
地
契
約
に
適
用

さ
れ
ま
す
か
。

◆
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１

存
続
期
間
・
更
新
期
間

借
地
権
の
存
続
期
間
を
当
初
は
「
30

年
」
と
し
（
法
３
条
）、
更
新
後
は
第

１
回
目
に
か
ぎ
っ
て
「
20
年
」、
以
後
は
「
10
年
」
と
さ
れ
ま
し

た
（
法
４
条
）。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
、

こ
れ
よ
り
長
い
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧
法
は
、
堅
固
建
物
と
非
堅
固
建
物
に
よ
っ
て
、
存
続
期
間
・

更
新
期
間
を
区
別
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
法
は
建
物
の
種
類
に

よ
る
区
別
を
廃
止
し
ま
し
た
。

２

建
物
滅
失
等
の
場
合
の
取
扱
い

⑴

建
物
朽
廃
に
よ
っ
て
借
地
権
が
当
然
に
消
滅
す
る
旧
法
の

制
度
は
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

⑵

普
通
借
地
権
の
当
初
の
存
続
期
間
中
に
建
物
が
滅
失
し
た

場
合
の
取
扱
い
に
つ
き
、
堅
固
建
物
と
非
堅
固
建
物
の
区
別

を
廃
止
し
、
地
主
が
異
議
を
述
べ
な
い
場
合
の
延
長
期
間
が

「
一
律
20
年
」
と
さ
れ
ま
し
た
（
法
７
条
）。

⑶

普
通
借
地
権
の
契
約
更
新
後
に
建
物
が
滅
失
し
た
場
合
に

は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

借
地
人
は
、
借
地
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
法
８
条
１
項
）。

借
地
人
が
、
残
存
期
間
を
超
え
て
存
続
す
べ
き
建
物
を

再
築
す
る
に
は
、
地
主
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
地

主
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
場
合
の
延
長
期
間
は
、
当
初
の
存

続
期
間
中
の
建
物
滅
失
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

借
地
人
が
、
地
主
の
承
諾
な
く
残
存
期
間
を
超
え
て
存

続
す
べ
き
建
物
を
再
築
し
た
場
合
に
は
、
地
主
は
借
地
契

〔1〕



約
を
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
法
８
条
２
項
）。

の
場
合
に
は
、
解
約
申
入
れ
が
あ
っ
た
日
か
ら
３

か
月
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
借
地
契
約
は
消
滅
し
ま

す
（
法
８
条
３
項
）。

借
地
人
が
、
残
存
期
間
を
超
え
て
存
続
す
べ
き
建
物
を

再
築
す
る
こ
と
が
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
主
が
再
築
を
承
諾
し
な
い
場
合
に
は
、
借
地

人
は
裁
判
所
に
対
し
て
、
地
主
の
承
諾
に
代
わ
る
許
可
を

求
め
る
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
法
18
条
１

項
）。
許
可
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
地
主
が
再
築
を
許
可

し
た
場
合
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

３

正
当
事
由
の
内
容
の
具
体
化

借
地
契
約
の
更
新
拒
絶
に
正
当
事
由
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、

旧
法
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
改
正
法
で
は
、
正
当
事
由
の
具
体
的

な
内
容
が
列
挙
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

地
主
お
よ
び
借
地

人
が
土
地
の
使
用
を
必
要
と
す
る
事
情
、

借
地
に
関
す
る
従
前

の
経
過
、

土
地
の
利
用
状
況
、

財
産
上
の
給
付
の
申
出
を
考

慮
し
て
、
正
当
事
由
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た

（
法
６
条
）。

も
っ
と
も
、
右
記
の
判
断
要
素
は
、
い
ず
れ
も
旧
法
下
に
お
け

る
裁
判
で
の
取
扱
い
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
か

ら
、
正
当
事
由
の
実
質
は
、
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

４

定
期
借
地
権
の
新
設

一
定
期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
、
更
新
規
定
の
適
用
を
う
け
な

い
定
期
借
地
権
の
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
定
期
借
地
権
に

は
、

一
般
定
期
借
地
権
（
法
22
条
）、

事
業
用
定
期
借
地
権
（
法
23
条
）、

建
物
譲
渡
特
約
付
借
地
権
（
法
24
条
）

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

５

そ
の
他

⑴

建
物
滅
失
の
場
合
の
借
地
権
の
対
抗
力

借
地
権
の
存
続
期
間
中
に
建
物
が
滅
失
し
た
場
合
、
借
地

人
は
掲
示
を
し
て
お
け
ば
、
建
物
の
滅
失
か
ら
２
年
間
は
、

建
物
が
な
く
て
も
、
自
己
の
借
地
権
を
、
土
地
の
権
利
を
地

主
か
ら
譲
り
う
け
た
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
法
10
条
２
項
）。

⑵

自
己
借
地
権
の
新
設

借
地
権
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
他
の
者
と
共
に
有

す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
を
借
地
人
と
し
て
借

地
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
法

15
条
）。
建
物
が
共
有
で
、
そ
の
敷
地
を
共
有
者
の
ひ
と
り

が
所
有
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
土
地
所
有
者
は
み
ず
か
ら

〔1〕



を
権
利
者
と
す
る
借
地
権
を
当
該
土
地
に
設
定
す
る
こ
と
は

従
来
は
民
法
上
の
混
同
の
原
則
に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
己
借
地
権
の
制
度
は
、
そ
の
不
都
合
を
解
消
す
る
た

め
に
新
設
さ
れ
た
規
定
で
す
。

⑶

借
地
条
件
変
更
の
範
囲
の
拡
大
化

事
情
の
変
化
に
応
じ
て
、
契
約
上
定
め
ら
れ
た
も
の
と
異

な
る
建
物
を
所
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
相
当
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
地
主
の
同

意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
借
地
人
は
裁
判
所
に
借
地
条
件
の

変
更
を
求
め
て
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
法
17
条
１
項
）。

⑷

地
代
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
方
法

地
代
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
裁
判
の
前
に
調
停
を

申
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
調
停
前

置
主
義

民
事
調
停
法
24
条
の
２
）。

◆
改
正
法
の
適
用
範
囲

改
正
法
は
、
既
存
の
借
地
関
係
に
は

原
則
と
し
て
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
ず
、

し
た
が
っ
て
、
既
存
の
借
地
関
係
は

旧
法
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
自
己
借
地
権
に
関
す
る
規
定
（
法
15
条
）、
借
地
条

件
変
更
の
裁
判
に
関
す
る
規
定
（
法
17
条
）、
地
代
に
関
す
る
紛

争
に
調
停
前
置
主
義
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
借

地
関
係
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
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